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精密検査・療育
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《精密検査～判定までの支援》
市町村

◆精密検査実施中の支援

・新生児から乳児の時期の聴覚の評価はかなり専門的な技術を要するため、結論が出るまで

に時間がかかる場合もあります（６か月以上かかることもあります）。

・その間、医療機関の受診中断とならず継続して受診ができるよう乳児健診の機会などを利

用して定期的な声かけをお願いします。保護者の気持ちに寄り添った支持的な支援（傾聴

やねぎらいなど）をします。

※検査の実施主体である市町村は、精密検査結果について、保護者等への支援及び県・国へ

の結果報告及び精度管理のため、情報入手が必要となります。検査機関と市町村との間で

相互連絡を行い、精密検査の結果は市町村へ連絡されます。

◆尿CMV検査が陽性の場合

・尿CMV検査が陽性の場合、先天性サイトメガロウイルス感染症があることを示しています。

・保護者は、インターネット等でネガティブな情報を目にして精密検査医療機関の受診をた

めらう場合もあります。

・先天性サイトメガロウイルス感染症についてはわかっていないことも多いため、病気の説

明は精密検査医療機関の小児科医師に委ね、寄り添う支援をお願いします。

◆精密検査の結果、要療育である場合の支援

・中等度難聴の場合、大きな音（ドアを閉める音など）は聞こえるため、ことばが増えてく

る２歳の誕生日頃までは日常生活の中であまり難聴の実感がない場合があります。そのた

め療育や定期通院から脱落しやすいです。乳幼児健診の機会などに、療育や定期通院の状

態を確認しましょう。

◆先天性サイトメガロウイルス感染症の診断を受けた場合の支援

・妊娠中の初感染からおこるため、母親が自分を責める場合があります。また、症状によっ

ては複数の診療科に長期通院する（入院する）ことになり、児および保護者ともに心身の

負担が大きくなります。

◆精密検査の結果、難聴がなかった場合の保護者の心理への対応

・精密検査の結果、最終的に問題なしとなる場合が過半数（要精密の児で難聴のある割合は

43%）です。問題なしとなった場合、保護者には安堵する気持ちとともに、「長期間にわた

った検査は無意味だったのか、今までの不安はなんだったのか」「必要のない検査で長期間

ふりまわされた」等の気持ち（不満、怒り）が生じることがあります。この体験が、以降

の医療機関受診や健診を忌避することにつながる場合があるため、保護者の思いを把握し

ながら支援します。

・また、「耳のことに気をとられすぎて、十分な愛情を注げなかった」という自責の念が生じ

ることもあるため、保護者の気持ちを把握しながら寄り添った支援が必要です。
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《高知県における精密検査・療育》

・新生児聴覚検査の精密検査及び以降の流れは以下のようになっています。

・難聴に対する療育は、言語（音声言語、手話を問わず）を習得するために行われます。

・精密検査の方法の詳細や、療育の実際、難聴児の生活などについては、専門的な内容とな

ることや、個別のケースによってさまざまであるため、このマニュアルには記載していま

せん。

※詳細については、以下を参照ください。

●精密検査機関及び二次聴力検査機関について

精密検査医療機関

高知大学医学部附属病院（耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

http://www.kochi-u.ac.jp/kms/hsptl/medical/department/oto-rhinolaryngology.html

高知県立療育福祉センター（医療部耳鼻いんこう科）

http://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2017050100237/

二次検査機関

高知県立幡多けんみん病院（耳鼻咽喉科）

https://www.pref.kochi.lg.jp/hata/shinryoka/shinryouka-jibiinkou.html

●難聴児の療育機関について

・高知県立療育福祉センター 通園事業部 難聴児通所支援「ポニー」

https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/ryouikuhukusi-tsuen-ponii/

●教育機関（相談学級、幼稚部~高等部）

・高知県立高知ろう学校

http://www.kochinet.ed.jp/ro-s/



44

《高知県における精密検査・療育》

・新生児聴覚検査の精密検査及び以降の流れは以下のようになっています。

・難聴に対する療育は、言語（音声言語、手話を問わず）を習得するために行われます。

・精密検査の方法の詳細や、療育の実際、難聴児の生活などについては、専門的な内容とな

ることや、個別のケースによってさまざまであるため、このマニュアルには記載していま

せん。

※詳細については、以下を参照ください。

●精密検査機関及び二次聴力検査機関について

精密検査医療機関

高知大学医学部附属病院（耳鼻咽喉科・頭頸部外科）

http://www.kochi-u.ac.jp/kms/hsptl/medical/department/oto-rhinolaryngology.html

高知県立療育福祉センター（医療部耳鼻いんこう科）

http://www.pref.kochi.lg.jp/doc/2017050100237/

二次検査機関

高知県立幡多けんみん病院（耳鼻咽喉科）

https://www.pref.kochi.lg.jp/hata/shinryoka/shinryouka-jibiinkou.html

●難聴児の療育機関について

・高知県立療育福祉センター 通園事業部 難聴児通所支援「ポニー」

https://www.pref.kochi.lg.jp/doc/ryouikuhukusi-tsuen-ponii/

●教育機関（相談学級、幼稚部~高等部）

・高知県立高知ろう学校

http://www.kochinet.ed.jp/ro-s/

45

●難聴児の療育・教育について（参考資料）

・全国早期支援研究協議会の出版物

参照 https://nanchosien.blog/published-matererial/

１．「『きこえない！』でも、大丈夫 －疑問と悩みにこたえるQ&A60－」

（旧「新・『お子さんの耳がきこえない』と言われたら」）

（主に高度難聴：診断された時に、保護者に対して必要な情報が書かれています）

２．「新版・きこえにくいお子さんのために－聴覚障害サポートハンドブック軽度・中等度難

聴編」

（軽度・中等度難聴：診断された時に保護者に対して必要な情報が書かれています）

３．「どうすればことばが育つか ９歳の壁を越えるために」

（２～３歳頃に必要な情報が書かれています）

４．「難聴児はどんなことで困るのか －豊かな心とことばを育むために－」

（療育を開始した頃に知りたい情報が書かれています）

●補聴器、人工内耳

・日本耳鼻咽喉科学会 子どものみみ・はな・のどの病気 Q&A

https://www.jibika.or.jp/modules/disease_kids/index.php?content_id=13（補聴器）

補聴器装用が必要な高度難聴であることがわかった場合、なるべく早期に補聴器装用を

開始する必要があります。

・日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 人工内耳について

https://www.jibika.or.jp/modules/disease_kids/index.php?content_id=14

（人工内耳は、補聴器の装用効果が認めにくい場合などに選択されます）
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